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元、ゞ.バ,,,,★新鶴見小学校★

新型コロナウイルス感染予防の対応て、横浜市立

学校も 3月3日(火)~3月24日(火)まて一律休

校を余儀なくされました。そんな状況の中てすが、

3月 lq e (木)に卒業生 154 名を旅立だせる予定マ'

す。例年とは異なり、なるべく時間短縮した形て卒

業生と教職員のみて式を行うこととなりました。晴

れの舞台てある卒業式がこのような形になってしま

うことは、学校としても大変残念に思うとともに、

卒業生や保護者の皆様には申し訳なく思います。ま

た毎年、ご来賓としてご臨席いただいてぃる皆様に

ついても、ご遠慮いただく形になってしまうこと、

大変申し訳ございません。こんな状況の中、少して

も卒業生にとって心に残る形て見送れるように、学

校として最善を尽くしたいと考えています。

(原稿執筆:3月12日現在)
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7こニニニ三=才

新鶴見通信

★新鶴見ホーム★

結いしんぶん第 50 号の発行おめてとうございま

す。長きにわたり地域を結ぶ便りとして愛され、発

行を重ねられていることに心から敬意を表します。

地域の皆様には、当ホーム運営へのご支援やお客

様の生活に彩りを添えていただき、心から感謝申し

上げます。しかしながら2月下旬からは、新型コロ

ナウイルス感染防御のために、面会禁止、ボランテ

イア受入や地域交流室貸出を停止させていただいて

います。お客様の安全のため、ご理解ご協力をお願

いいたします。一刻も早く感染が収束することを祈

つてぃます。

これからも、地域の皆様への感謝の気持ちを忘れ

ずに、職員一同活動してまいりますのて、引き続き、

よろしくお願いいたします。

新鶴見ホーム所長森崇

""~、_

★楽雁鳥見小コミハウス★

皆さま、お元気てお過ごしてしょうか?

新型コロナウィルスの猛威て、、コミハも 3月は休

館、4月も上旬は危ういかも・ーー。自主事業ιま5月

より再開の方針てす。講座の受付は4月中旬を予定

しております。経験したことない事態て、上から下

まて、右往左往の連続、地域の皆さまにも何回もお電

話することになり、ご迷惑をおかけして申し訳けご

ざいません。

「お友達と笑い合える場所がほしいのよ」

r家て一人っきりは寂しいのよ」

r本だけて、も、借りたいのよ」

と、お声を沢山頂きますが、ここは辛抱してみんな

て、、乗り切りましょう!

着任一年目の終わりが、尻つぼみて私も大変残念

てすが、若葉生い茂る季節には、皆さまの笑顔にお

会いて、きることを楽しみにしております。この一年

暖かいご支援ありがとうございました。

新鶴見小学校長演田哲也

＼、>芽戸一

★新鶴見公園★

長い冬も終わりを迎え、公園の風景も変わり、春

が来ました。

新型インフルエンザのため、町の中は閑散とて

おります。公園は安全・安心・清潔の場所を提供し

ます。遊びに来てください。

新鶴見公園愛護会菊池武徳

横浜市鶴見区社会福祉協議会事務局長鏑木克芳

この度は江ケ崎地区社協「結いしんぶん」発刊 50号を迎えたこと'松よりお祝い申し上げます。

平成 14年創刊の r結いしんぶん」は、江ケ崎町にお住いの皆様が、地域福祉に地道に向かい合

つた結果が、この50号に繋がったのだと改めて感服する次第てす。

江ケ崎地区にっいては、近年若い世代の流入が著しかったこともあり、鶴見区ても珍しく高欝

化率が"%(区平均21.1%)と非常に若い地区てもあります。

「福祉」というとビうしても「高齢者への取り組み」と連想してしまいになりますが『そこに住

む住民の全てにとって住みやすく、安心して暮らせる地域づくり.が地域福祉の根幹てす。江ケ

崎地区ては町と地区社協が両輪のように活動され、10月に行う「長寿を祝う集い」をはじめ、rい

ちりんの会」の食事会 rゆうゆうサロン」や、大人もこビもも全世代を対象とした r江ケ崎サマ

ーフェスティバルJ なビ、新しい世代を受け入れて発展していく土壌づくりを上手に展開されて

います。まちづくりを切り口として、全国的にも地域活動に繋がりにくいと言われている若い世

代を惹きっける魅力が江ケ崎にあるのだと、私自身何回も江ケ崎地区の各種事業にお邪魔させて

いただく度に考えさせられます。

私ビも鶴見区社会福祉協議会も、区の地域福祉推進にあたり、皆様の活動からいただいたエネ

ルギーを以て、今後の江ケ崎町を含む区内他地区における地区社協支援のヒントにしていきなが

ら、皆さんに少しばかりても還元してぃけたらと思っています。

江ケ崎地区社協の一層のご発展と皆様方のご活躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせて

新鶴見小コミュニティハウス館長川田恵利

縢吉いしんぶん』創刊50号おめて、とうございます

罍@罍罍罍愈罍罍冠罍競冠罍罍罍罍

麺璽蚕邑
江ケ崎社協は、平成 12年12月に設立されました。

その広報紙「結いしんぶん」は平成 14年6月に創刊

され、今回が50回目の節目の号となりました。

この間、企画・執筆・編集・印刷に多くのみなさんの

ご協力をいただきました。

ありがとうございました。

次号より、紙面の模様替えをして、51号、52号と発

行してまいります。ビうか、みなさんのご支援とご

協力をお願いいたします。(く)
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横浜市鶴見区江ケ崎町21-4

いただきます。

結いしんぶん創刊50号おめて、とうございます。

平成 14年6月に初版を発行されて、長期に

わたり情報発信を継続されているとのことて、

関わられてぃる全ての方々に敬意を表します。

平成 18年 U 月12日発行の第 16 号から矢

向地域ケアプラザの地域包括支援センター職

員が、記事を執筆させて頂いております。

職員一同、地域の相談場所てあるセンターを

身近に感じて頂けるような記事の作成を心が

けております。

記念すべき 50 号に原稿を書かせて頂けるこ

とに感謝申し上げるとともに、今後、りニュー

アルした r結いしん、ヌん」を拝見て、きることを

楽しみにしております。

横浜市矢向地域ケアプラザ

所長妹島和美

結いしんぶん創刊50号おめて、とうございます。

コミハに、「結いしんぶん」の綴りがありま

して(少し欠番しておりますが)この機会にゆ

つくり拝読させていただきました。

感想は・・ーー地域福祉の広報という役審」を存

分に果たしてぃらっしゃるなあと、実感いたし

ました。また、地域を大事になさっていること

も伝わって参りました。そして何よりも、毎回

特集を考え、執筆を依頼し、編集をなさってい

る縁の下の皆様のご苦労を考えると、,蟠よりの}

感謝てすね。

これからも地域の方々へ、身になる特集て

色々な憤報をお届けくださいませ。

毎号、楽しみに待っております。

新鶴見小学校コミュニティハウス

館長川田恵利

第 50号
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号

江
ケ
崎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
広
報
紙
「
結
い
し
ん
ぶ
ん
」
の
あ
ゆ
み

(
平
成
)

発
行
日

二

一
四

三四五

一
,
.
一

一
五
三
・
二
0

六

-
 
0
 
.
一

一
二
・
二
五

(
本
紙
)

七

創
刊
に
あ
た
っ
て

エ
、

九

六
・
二
五

-
0
.
-
0

-
0

第
三
号
の
発
行
に
あ
た
っ
て

一
一

新
鶴
見
公
園
全
面
開
園

一
二

一
.
一

知
的
障
害
者
施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

三
・
一
一
二

一
七

一
三

鶴
見
川
の
源
流
を
訪
ね
て

七
・
二
0

巻
頭
・
提
言
・
特
集

一
二
・
二
六

一
四

知
的
障
害
者
入
所
更
生
施
設
に
つ
い
て

一
五

車
椅
子
の
体
験
講
習
会

三
・
二
0

一
'
、

「
福
祉
保
健
計
画
地
域
懇
親
会
」
開
催

ニ
・
-
 
0

七
・
一

一
七

防
災
に
強
い
地
域
作
り

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
一
 
0
年

三
・
五

一
九

六
・
二
0

安
"
~
し
て
子
育
て
が
て
き
る
地
域
社
会
を

福
祉
だ
よ
り
発
行
に
よ
せ
て

ニ
・
三

一
九

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

わ
た
し
の
『
江
ケ
崎
』

二
0

二
0

だ
れ
て
も
が
安
心
し
て
生
活
て
き
る
社
会
に

第
六
回
長
寿
を
祝
う
集
い

三

向
こ
う
三
軒
両
隣
災
害
時
に
助
け
合
え
る
付
き
合
い
を

特
集
『
介
護
L
 
と
は

=
ニ

ニ
ニ

一
・
一
五

特
集
子
育
て
支
援

「
江
ケ
崎
ま
ち
あ
る
き
」
の
報
告

二
三

三

特
集
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

「
わ
た
し
の
町
の
魅
力
」
発
行
に
つ
い
て

-
0
・
二
0

一
、
.
一

二
四

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
吉
葉

ニ
ニ

江
ケ
崎
「
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ァ
ー
」
の
開
催

三
・
一
一
二

鶴
見
区
社
会
福
祉
大
会

障
害
者
支
援
施
設
「
希
望
L
 
が
オ
ー
プ
ン

地
域
福
祉
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

(
別
刷
)

二
五

二
0
号
発
行
を
祝
し
て
(
阿
部
区
社
協
事
務
局
量

一
五

い
ち
り
ん
の
会
・
冬
立
つ
日
の
食
事
会

二
一
、

七
・
二
0

江
ケ
崎
「
町
社
協
」
か
ら
「
地
区
社
協
」
へ

防
災
座
談
会

江
ケ
崎
い
ま
む
か
し

二
三

二
七

行
政
名
の
変
遷
と
江
ケ
崎
町
名
の
い
わ
れ

「
防
災
名
簿
L
 
こ
の
一
 
0
年

平
成
一
六
年
度
活
動
記
録

ニ
＼

(
令
和
二
年
三
月
二
0
日
作
成
)

新
鶴
見
操
車
場
①

「
防
災
名
簿
の
再
登
録
」

介
護
予
防
講
習
会

二
九

三
・
-
0

新
鶴
見
操
車
場
②

「
個
人
情
報
保
護
法
L
 
施
行
か
ら
5
年

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

三
0

二
四

鶴
見
川
①

=
ニ

「
江
ケ
崎
・
あ
い
ね
っ
と
」

ス
タ
ー
ト

一
二
・
五

自
動
車
鋳
物
株
式
会
社

第
一
0
回
長
寿
を
祝
う
集
い

三
二

個
人
情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報

ニ
ケ
領
用
水
①

赤
ち
ゃ
ん
会
＼
高
齢
者
サ
ロ
ン

ス
タ
ー
ト

三
三

二
五

ニ
・
一

災
害
時
の
「
自
助
L
「
共
助
」
「
公
助
L

に
つ
い
て

ニ
ケ
領
用
水
②

五
・
一

三
四

「
あ
ん
し
ん
力
ー
ド
」
と
「
救
援
協
力
者
」
募
集

ニ
ケ
領
用
水
③

九
・
五

三
五

「
民
生
委
員
L
 
の
仕
事

記
主
学
舎
矣
向
学
色
か
ら
新
鶴
見
小
へ

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
ま
?
.

第
四
回
鶴
見
あ
い
ね
っ
と
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

江
ケ
崎
こ
の
人

【
江
ケ
崎
こ
の
人
】
私
の
『
昭
二

一
三
、

二
六

一
・
七

災
害
時
婁
援
護
者
支
援
」
の
取
組
み
に
つ
い
て

五
・
一
五

江
ケ
崎
八
幡
神
社
の
は
な
し

三
七

「
江
ケ
崎
・
あ
い
ね
っ
と
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
L

九
・
一
五

こ
ん
に
ち
は
区
役
所
の
園
城
寺
と
申
し
ま
す

東
京
電
力
・
京
南
変
電
所

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
町
防
災
マ
ッ
プ

三
＼

ニ
・
一
五

栄
松
山
寿
徳
寺

「
江
ケ
崎
あ
い
ね
っ
と
」
標
語
入
選
作
決
ま
る

三
九

二
七

「
結
い
し
ん
ぶ
ん
・
回
覧
版
」
ス
タ
ー
ト

六
・
一
五

二
五
年
度
「
あ
い
ね
っ
と
L
 
ス
タ
ー
ト
を
前
に

江
ケ
崎
跨
線
道
路
橋
①

西
近

あ
い
ね
う
と
・
こ
れ
ま
、
て
五
年
こ
れ
か
ら
の
六
年

四
0

一
二
・
五

そ
の
日
は
「
突
然
L
 
や
っ
て
き
ま
す
!

江
ケ
崎
跨
線
道
路
橋
②

吉
永
キ
ミ
子

<
鶴
見
・
あ
い
ね
っ
と
V
担
当
て
す
(
区
石
川
係
量

四
一

近
所
付
き
合
い
を
大
切
に

三
・
三
0

江
ケ
崎
「
稲
荷
講
」
の
は
な
し

穐
津
三
之
助

ニ
＼

四
二

平
婁
一
六
年
度
「
江
ケ
崎
・
あ
い
ね
っ
と
」
の
取
組
み

周
辺
・
町
名
の
由
来
①

菊
池

さ
き

三
・
三

四
三

0
年
八
月
一
五
日
L
 
雨
森
慎
一
五
十
嵐
君
子
黒
川
宏

江
ケ
崎
町
の
取
り
組
み
に
寄
せ
て
(
伊
藤
事
務
局
量

身
近
な
地
域
・
元
気
づ
く
り
事
業
展
開
中

尼
崎
正
雄

一
五

四
四

あ
ら
た
め
て
「
社
会
一
福
祉
協
議
会
L
 
と
は
?

周
辺
・
町
名
の
由
来
②

定
時
総
会
報
止
口
・
役
員
改
選

清
宮

イ
ト

四
五

二
九

江
ケ
崎
地
区
社
協
定
例
総
会

周
辺
・
町
名
の
由
来
③

二
五

東
日
本
大
震
災
か
ら
ハ
ケ
月
に
な
り
ま
す

五
十
嵐
正
雄

Ξ

三
0

鶴
見
川
②
'
暴
れ
川
と
ア
ミ
ガ
サ
事
件

「
こ
ん
に
ち
は
江
ケ
崎
担
当
の
加
藤
て
す
」

二
0

深
沢
経
男

し
ょ
う
じ
ゆ
の
里
鶴
見

四
六

冊
子
「
江
ケ
崎
の
防
災
」
を
お
届
け
し
ま
す

三
・
三
一

母
な
る
川
・
鶴
見
川
と
ニ
ケ
領
用
水

黒
川
喜
治

四
七

「
二
六
万
人
二
二
0
0
人
・
(
四
五
0
人
)
」

九
月
四
日
は
「
町
の
総
合
防
災
調
練
L
 
て
す

三
・
三
一

愛
宕
さ
ま
と
庚
申
さ
ま

ふ
た
た
び
災
害
時
の
「
自
助
・
共
助
・
公
助
L

木
曽
歌
子

四
八

第
二
0
回
「
長
寿
の
祝
う
集
い
」
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た

江
ケ
崎
の
農
業
①
米
づ
く
り

お
芋
パ
ー
テ
ィ
ー
と
ク
リ
ス
マ
ス
会

柴
田
妙
子

三
一

四
九

江
ケ
崎
の
農
業
②
野
菜
づ
く
り

二
五

「
黄
色
い
り
ボ
ン
」
・
「
あ
ん
し
ん
力
ー
ド
」

定
時
総
会
報
告
・
役
員
改
選

広
瀬
は
な
ゑ

令
一

一
二
・
二
五

五
0

町
の
防
災
名
簿
へ
の
登
録
の
お
す
す
め

ふ
た
た
び
「
地
区
社
協
」
つ
て
な
あ
に
?

久
我
進

横
浜
に
来
て
初
め
て
お
世
話
に
な
っ
た
町

「
江
ケ
崎
町
L
 
帰
っ
て
き
ま
し
た

三
・
二
五

゛
創
刊
号
S
七
号
ま
て
「
江
ケ
崎
福
祉
だ
よ
り
L
 
第
八
号
よ
り
「
結
い
し
ん
ぶ
ん
」
と
な
る
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女今畷ご■バ
おざわひろまさ

小澤弘政さん

イ

"1

の東京の下町が、全て炎に包家れた東京大空襲で焼
失してしまいました。

Ifl^に,

生まれ:昭和 13年(1938)11月12日満81歳寅化ら)年
東京都荒川区尾久

4人兄弟(二男二女)一番目で長男

趣味:若いころはーゴルフ、ボウリング、パイク
写真(DPEもやった)、

今はーカラオケぐらい

惜好:食ぺ物→好き嫌いはなし魚よりは肉を好む
煙草→58歳まで1日2箱の愛煙寡
お酒→(晩酌)350圷11ビール缶と焼酎水割り

(只今はドクターストップ中)
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一茨城県結城市での疎開生活

^^

疎開先では昭和17年~昭和24年までの戦中戦

後の7年閻を過ごしました。農耕馬用の馬小屋を改
装してもらい住まいとしていました。

小学校通学時、霞ケ浦の予科練を標的とする米軍

戦闘機の機銃を受けたことが2度ほどあります。
終戦後は、教科書も揃わず先輩に借りました。勉

強も満足に出来ず、四六時中腹を空かしていました。

母は農家の農作業やお蚕の手伝いで忙しく、長男
の私は、ご飯の支度や末妹のお守りなど、小学高学
年生にとってはなかなか大変な毎日でした。

一昭和25年横浜その後南加瀬へ

昭和25年、父力働めていた造船所に近い桜木町
駅西側の花咲町で、一家6人の生活が始まりまし
た。学校は由緒ある本町小学校、中学は長者町の吉

田中学校に通いました。
大森工業高校機械科を卒業して、昭和 32年日

立造船に就職しました。62辱12月に造船業界も鉄
鋼の構造不況に陥り、63年機械分野をもつ関連会
社に異動し談したが、平成10年10月の定年まで
勤めあげました。一貫して好きな「機械」の分野で

一所懸命働けたことにとても満足しています。

一江ケ崎には来たのは、昭和42年

'プιフニフィーノb

小ぜ

忌

一東京の下町尾久の生まれ

昭和13年、東京の荒川区尾久の生まれです。父
は和船をつくる職人「船大工」でした。

太平洋戦争が始まった翌年の昭和 17年4月、尾
久を含む地域が、日本本土の初空襲に遭いました。

これを機に、父は東京で自宅を守り、母と幼子は
茨城県結城市の母の実家に疎開させることを決め
たようです。私が4歳の時でした。

その後、尾久の生家は、昭和20年3月10日末明

り前で「残業100時間越え」などザラでした。仕
事に追われ地域に係るなんて、とても考えられま
せんでした。

定年が近づいたころ、八幡宮祭礼を手伝ったこと
が、地域との係わりの最初です。疎開先の結城市出

身の方から頼まれたのがきっかけで、休息所の担当
を仰せつかり談した。遅い地域活動デビユーです。
この時初めてお赤飯づくりを経験しました。
祭礼の他にも、平成15年頃から町内会広報部の

手伝いもするようになり、平成26年から広報部長
をさせてもらっています。

一町内会広報部の仕事

昭和 40年に結婚、相手は友人の妹(弘子さん)

で、新郎26歳、新婦20歳のときでした。
子どもは2人、孫は3人です。

2年後の昭和42年現在地(ぼたん地区)に平
屋の家を建て、江ケ崎の住民となりました。その後
2階建て、 3階建てと 2回建て替えぎした。

町内会との係わりは、家内の方が早く、組長(現
地区長)や家庭防災員に声を掛けられました。

私の方と云えぱ、仕事中1山で日ん忙しく、いわゆ

る会社人間でした。徹夜だ夜勤だ残業だは当た

.

月末の配布数1950部。配達の前日に代行の佐
川急便から納品日の電話がきます。翌日の午前中に
公会堂で受取り、月末の金曜臼に仕分けして、翌日
の土曜日に地区長さん宅に配付しています。

●厘丞^
町内掲示板34ケ所。掲示期間や重要度や町内行

事優先等を勘案して貼っています。飛び入りで急を
要するものも出来る限り対応し、平均週1回水曜目
が多いのですが、雨や風で予定通りいかないことも

多凡あります。少しでも見易くするためにレイアウ
トも気配りしているつもりです。3枚~4枚の貼り

換えで、午前2時間半午後2時間半かかります。

.回画
24地区 135班平均して週1 回地区長宅へ届

けてい談す。仕分けにはいつも幾人かが応援に駆
けつけてくれます。

「県のたより」「広報よこはま」

「町内会は、会計と広報ですね。もちろん他の部

所も大事ですが、この二つがしっかりしていれば、
評価は高い。地味で目立たない部所ですが、まさに
"縁の下の力持ち"です。
地味な仕事を誠実になさる"縁の下の力持ち"

まさに小澤さんのお人柄そのものです」
邸烏志田正晴さん談)
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「江ケ崎町公会堂」ものがたり

鴨志田正晴

江ケ崎には江戸時代から続く稲荷講が、西と東にふたつあり荻した。
初午祭で知られるお稲荷さんはもともと農耕の神様さまで、そのうち工

業・商業つまの殖産興業の神さまへとひろがりました。
西の稲荷祠は、江ケ崎町19番地先(ゆり地区)の角地にありました。
東の稲荷祠は、むかしは八幡神社の参道近くにありましたが、昭和初期、

旧操車場建設のため、八幡神社とともに移転して本殿の左裏側(現在の町
内会倉庫)に祀られていました。

昭和32年ふたつの稲荷祠は八幡宮境内の稲荷神社に合祀され、講もひ
とつになの、現在も初午祭は二組に分かれ年毎に交代でお祭りしています。

移転してきた稲荷祠は平屋建て、間口二間、奥行き二間半で板敷き。正

面奥には、稲荷社と神明社が祀られその中程には囲炉裏が如ってありました。

屋根は入母屋風の造り、出入口は観音開きの二枚戸、建物の左右の外壁は鎧

戸の窓で、時代劇を思わせる趣きのある建物でした。

戦時中から戦後にかけて、稲荷堂は初午と稲荷講にまつわる祭事が年に
ニ・三回行われるほかに、米などに配給制度が敷かれ農業会と役所との会合

などに使用されていました。当時、会長宅や変電所内で開かれるのが常であ

つた町内会の会合も、この稲荷堂を使うことが増えてきたようです。

日公会堂の前身は東の稲荷{

稲荷堂を改造した公会堂は、十数年が経過して手狭になの、何かと不便が

生じてきました。確かに600世帯に膨らんだ自治会に十二畳一間の公会堂

では余りにも狭く、建て替えの要望は強くなってきていました。

昭和44年自治会総会にて、同じ神社境内に新公会堂の新築が決まりまし

た。建築資金については、自治会の積立金と町民からの寄付金、町内の会社

工場からも寄付金を募ることとしました。

寄付金の合計額は、343万3千円でした。見積金額の400万円には至り

ませんでしたが、世帯数600軒のうち、509軒のご協力をいただきました。

また、会議用椅子60脚、会議用黒板、時計などの備品等の多くの寄贈があ

りました。

新築工事は昭和44年秋完成。 45年2月に竣工式を開催しました。

新公会堂は木造二階建てとし、一階には玄関と50人~60名が入れる会

議室と押入れ、物入れを作り、ガラス戸で仕切り、湯沸かし所兼厨房と洗面

所を設計しました。二階は玄関右側の幅12mの階段を上ると廊下と十二墨

が二閻、計二十四畳の和室、床の間と押入れを作り、二階にも厨房と洗面所
を作る設計となりました。洗面所のトイレはー、二階とも兼用トイレとし、

稲荷堂を改造した公会堂に比ぺると、広凡とした感じがする設計です。

日公会堂(稲荷堂を改築・昭和33年)

昭和 30年前後になると、「町に集会場を!」との声が強くなり、稲荷堂
を改造して集会場として、ひろく地域に開放することになりました。

玄関は南側に二間X六尺の張り出しを造り、上り段と履物入れを造る。玄

関の戸は三尺二枚の引き戸で雨戸を付け、板の間であった場所は二間X三間

十二帖の畳の間を造りました。十二畳の畳の間の北側部分に洗面所と湯沸場

を増築しました。

改造費は、当時の江ケ崎自治会には資金の余裕がなく、稲荷講ら町の人た

ち、会社工場の寄付金で賄われました。

公会堂(昭和45年竣工)

昭和49年度から横浜市は「地域集会施設(町内会館)の整備に対する

補助制度」を制定しました。地域活動の拠点となる集会所の整備を、単に地

域に委ねるのでなく、行政も積極的に整備に協力してほしいとの各所からの

要望を受け止めた結果です。

*昭和63年に自治会は、この制度を利用して、二階和室の西側部分の九

畳の増築と、一階玄関わきにコピー室を増築しました。建築資金は自治会の

積立金と市からの補助金を充当しました。

*平成8年に町内会(平成5年自治会→町内会に名称変更)は、一階二階を増

築、一階の兼用トイレを男子用トイレと洋式トイレに替え、厨房も増築しま

した。二階には洋式トイレを二か所に、厨房も広くなりました。

建築基準法により、二階外部に避難階段を作り、その後冷暖房の設備も整

備いたしました。これらもすべて横浜市の「補助制度」を利用したものです。

*令和元年夏に町内会は、外壁の全面塗装と一階天井の塗装もおこなわれ、

一見新築を思わせる装いとなりました。

公会堂(その後の増改築)


